近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１３クール日報（３月１２日～３月１８日）
	報告日
天気
	３月１３日（水）
雪のち曇り
（気温：４度～８度）
	報告者
	兵庫県社協　納庄
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１２クール：大谷、櫻井、齋藤、高田、藤野、末延、松本、上山、古川、太田
１３クール：藤田、大橋、小谷、西谷、杉本、武智、佐田、崎野、納庄

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:10 全体オリエンテーション
9:20 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了
（石崎、和倉、能登島、西湊）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
ヨットハーバー（1日目）

	
	17:30 終礼
18:40 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:55 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V100名（延べ153名）、現地調査27件（一般20件、現場系0件、キャンセル7件）ニーズ対応17件（うち完了15件、継続2件）］
●マッチング担当
　・石崎、和倉、能登島、西湊方面に派遣、未完2件。金沢大学の学生Ｖ２５名が予定時刻になっても到着せず、既に到着・編成済みの参加者から順に出発させた結果、学生Vのみの班編成にせざるを得ない状況となった。また、女性参加者も多く、仮仮置き場担当に女性２名配置。
　・学生Vに関してはボランティア経験に不慣れな方も多いため、班編成には十分配慮が必要。
　・住宅の引っ越しに係る荷物の運び出し⇒運搬に関しては住所地が判明して既に居住している場合については対応しても構わないと市社協に確認済み。
●資材担当
・これまで行政がごみ回収していた可燃ごみについてもボラセンで捨てることとなったため、本日可燃ごみの運搬、破棄を行った。ゴミ捨て場は「ななかリサイクルセンター」、ボラセンから往復で1時間ほどの距離であり、複数回行くのは難しい。
●現地調査担当
　・東京からVコーディネータ7名派遣あり、１２クールからの引継ぎ後、特に遠方である田鶴浜地区を中心に２７件現調済み。
●仮仮置き場担当
・本日からヨットハーバーで仮仮置き場始動。金沢大学到着遅れの影響で、１３名全員大学生となった。うち１名ガラス片で手を切るケガあり。病院受診も進めたが、送迎バスの兼ね合いもあったため、七尾市社協と調整の上、受診せず、本部到着後、保健師に診てもらうこととなった。
・活動期間が不明確であったユナイテッドかながわについては、今後は運営側として参加可能。本日は引き継ぎ日で2名体制、翌日以降は別の担当者が1名で仮仮置き場に常駐することとなっている。

	今後の主な予定
	●今後の大きな動き
・ボランティア受け入れ人数を80名⇒140名に増加する運びとなっており、前段階として
３/18から100名の受け入れを予定している。

	調整課題・所感等
	・上述のとおり、段階を経てボランティア受け入れ人数を徐々に増やす算段としているが、現時点での決定事項は「人数を増やす」ことのみであり、導線確保や受け入れ態勢については未定となっている。人数増加のタイミングまで1週間足らずであり、今クールで一定の方針を決定することが課題となっている。
・金沢大学の到着遅れに関して、市社協も十分な調整ができていなかった様子であり、県Vバス以外の受け入れ調整をどこがどのように行うか確認が必要。
・家庭用コピー機ではオリテ資料等の印刷が遅れるため、改めてコピー機を要望⇒今までJCが使用していた部屋に複合機がある。データ出力出なければそちらを使用してかまわないとの回答あり。

	その他
	・市社協直課長、谷口氏、大森氏、市行政高木氏４名とも不在で、その間に怪我が起こったため報告は堀口局長へ行った。幸い大きな怪我ではなかったが、改めていずれの場所でも危険が伴う場所であることをオリテ時に周知徹底する。



